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2019年5月、中央防災会議は気象庁から「南海トラフで

巨大地震が発生する可能性が高まったという臨時情報」が

出た場合の対応について、国の防災計画に盛り込み、津

波からの避難が間に合わない地域では、全住民が１週間

避難すると定めました。

市立八幡浜総合病院でも同年度、災害医療計画の定期

見直しに合わせて一連の方針を定めたので紹介します。

背 景

今後30年以内に80％の確率で発生するとされる
南海トラフ地震にどう備えるか 【特に災害時医療】

津波に飲み込まれる八幡浜市街
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今後30年以内に80％の確率で発生するとされる
南海トラフ地震にどう備えるか 【特に災害時医療】

３つの重要な機関・組織
●八幡浜市
●市立八幡浜総合病院

●八幡浜医師会
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●八幡浜市
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それぞれの災害時医療計画に
事業継続計画（BCP）の裏打ち

が必要

津波に飲み込まれる八幡浜市街



2019年5月、中央防災会議は気象庁から「南海トラフで

巨大地震が発生する可能性が高まったという臨時情報」が

出た場合の対応について、国の防災計画に盛り込み、津

波からの避難が間に合わない地域では、全住民が１週間

避難すると定めました。

市立八幡浜総合病院でも同年度、災害医療計画の定期

見直しに合わせて一連の方針を定めたので紹介します。

背 景
はじめに

今後30年以内に80％の確率で発生するとされる
南海トラフ地震にどう備えるか 【特に災害時医療】

３つの重要な機関・組織
●八幡浜市
●市立八幡浜総合病院

●八幡浜医師会

それぞれの災害時医療計画に
事業継続計画（BCP）の裏打ち

が必要

津波に飲み込まれる八幡浜市街



津波に飲み込まれる八幡浜市街と市立
八幡浜総合病院（災害拠点病院）

津波に呑まれる災害拠点病院

12m)
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●八幡浜医師会館

●市立八幡浜総合病院

保健センター●



●八幡浜医師会館

●市立八幡浜総合病院

１．八幡浜医師会

・1978年建築、震度5強（旧耐震基準）を超え
る南海トラフ地震により、倒壊・崩壊の危険。
標高は海抜2.1ｍ、立地は八幡浜湾から約
1000m。津波が千丈川を高速で遡上し、地震
から80分余りで海抜7mを超える大津波。会館
内のすべての物品ごと流出する恐れがある。

・職員は重要書類、機材などを持って、地震の
後80分以内に当医師会の災害対策本部設置
を予定している健康センターへ移動（勤務時間
外発災では、自宅などから健康センターへ）。

１．八幡浜医師会

保健センター●
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●八幡浜医師会館

●市立八幡浜総合病院

２．保健センター（八幡浜市保健福祉総合センター）

・1999年11月、旧愛媛県八幡浜地方局の建
物（1963年建築）を改修→ 耐震診断済み

・立地敷地の標高は7.0ｍ、1階床面は9.0m。
発災80分後の推定津波高は敷地面から1 ～
2mと予想され、傷病者や関係者が徒歩で同
施設へ近づくことは危険かも。

・市救護所（医師会員が対応）や医師会災害
対策本部は4階多目的ホールに設置―浸水
の危険性はないが、地震直後のEV停止時に
は傷病者や医療機器等の搬送・移動は困難
（市内停電が予想され、1週間以上EV停止）。

・非常電源なし。災害時通信はIP電話が便り。
水や食料の備蓄は？（災害用医薬品・機材は
備蓄あり）

保健センター●
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現状では実効的な対応
は困難
医師会・八幡浜市は
災害時医療に関する
事業継続計画を！



●八幡浜医師会館

●市立八幡浜総合病院

１．八幡浜医師会

・免震構造で建物損壊なし。塩水被害により
EVが長期停止？

・1階床面は海抜5.9m、2階は9.7m。3連動巨
大地震では浸水深は海抜12mを超え、2階外
来棟での救急診療／大会議室での災害対策
本部運営は実施できない可能性あり 厳し
い想定に対応するための事業継続計画（BCP）

が必要。

・市救護所へのDMAT派遣→ 重症傷病者の
当院搬入→ 第三次救急医療機関へのヘリコ
プター搬送（別ヘリポート確保） 等の計画も必要。
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見直しに合わせて一連の方針を定めたので紹介します。

背 景
まとめ

今後30年以内に80％の確率で発生するとされる
南海トラフ地震にどう備えるか 【特に災害時医療】

〇八幡浜市、八幡浜医師会―市救護所を運営するため
の具体的な計画を→ 施設損壊、津波被災、ライフライン
途絶などを織り込んだ BCPの裏打ちが必須

〇災害拠点病院である市立八幡浜総合病院―重症傷病
者受入れ機能の維持を（津波被災を織り込んだ BCP を）

●３者の BCP を【地域 BCP】として連携させる●３者の BCP を 【地域 BCP】 として連携させる


